特定求職者雇用開発助成金対象労働者の雇入れにかかる申立書(R6.1)
※該当するほうにマルを付けてください
１　ハローワークの紹介前に、雇入れに向けた選考を開始（履歴書の受理等）した事実があるか
　　A　事実がある　　　　　B　 事実はない
２　ハローワークの紹介前に、対象労働者と面接等採用選考を行っているか
A　行っている　　　　　　　　B　行っていない
３　ハローワークの紹介前に、対象労働者に対し採用を約していたか
A　約していた　　　　　　　　B　約していない
４　就労の初日から雇用保険の資格取得がされているか
　A　されている　　　　　　　  B　されていない
　５　雇用保険の資格取得日の前日から起算して３年前の日からその資格取得日の前日までの間のいずれかの日において、対象労働者が当該事業所にて就労等（雇用、請負、委任、研修、試用期間、アルバイト、出向、派遣、請負含む）した事実があるか
A　ある　               　  B　ない
５　上記内容について、間違いないことを対象労働者（氏名　　　　　　　　　）にも確認したか
A　確認した　               B　確認していない
　上記の記載事項について、いずれも相違ありません。虚偽の申し立てがあると安定所（労働局）が判断した場合には、支給を受けた金額をすみやかに返還することに同意します。また、上記対象労働者の雇用状況の確認を安定所（労働局）が行う場合には協力します。
　なお、本人からも下記の通り自筆の署名を徴しており、上記申立について事実であることに間違いないことを当社として証明いたします。

　　年　　月　　日

事業主　　 所在地
又は　　 名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

代理人　　 氏名
事業主　　  所在地
又は　　　 名称　　　　　　　　　　　　　　　     　印

社会保険労務士　 氏名
（提出代行者・事務代理者の表示）
※虚偽の申し立てがあった場合は、支給した当該助成金に延滞金を加えた金額を返還していただきます。また、悪質な場合は刑事告訴する場合もあります。
